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山
岸
は
る
美 

議
員

議
員
　

全
国
的
な
牛
乳
の
消
費
低
迷
に

よ
り
、生
産
が
抑
制
さ
れ
、乳
価
も
伸
び

悩
ん
で
い
ま
す
が
、
町
の
牛
乳
の
消
費
拡

大
策
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、町
の
食
料
自
給
率
と
、学
校
給

食
に
お
け
る
地
元
産
食
材
の
利
用
状
況

を
伺
い
ま
す
。

町
長
　

全
国
的
な
牛
乳
の
生
産
量
は
、

前
年
並
み
か
微
増
程
度
で
す
が
、消
費

は
大
き
く
落
ち
込
ん
で
お
り
、こ
の
３
年

間
で
約
35
万
ト
ン（
７
％
）減
少
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
対
策
と
し
て
、Ｊ
Ａ
な
ど
指
定
団

体
で
は
、脱
脂
粉
乳
や
バ
タ
ー
の
適
正
在

庫
で
調
整
し
て
き
ま
し
た
が
、北
海
道
な

ど
で
は
基
準
量
を
超
え
た
分
を
生
産
調

整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、全
農
岩
手
県

本
部
で
は「
全
農
い
わ
て
牛
乳
消
費
拡
大

緊
急
対
策
事
業
」を
創
設
し
、関
係
団

体
が
会
議
や
研
修
会
で
牛
乳
や
乳
製
品

を
提
供
し
た
場
合
に
、購
入
費
の
半
額

助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、Ｊ
Ａ
で
は
、酪
農
家
を
中
心
に
、

組
合
員
や
行
政
機
関
、民
間
事
業
所
な

ど
を
対
象
に
、バ
タ
ー
の
緊
急
消
費
対
策

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、Ｊ
Ａ
女
性
部
の「
青
空
ふ
れ

あ
い
市
」や
産
直
ハ
ウ
ス「
ほ
す
な
あ
る
」

「
ま
ち
の
駅
」、産
業
ま
つ
り
等
で
の
販
売

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、第
３
セ
ク

タ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
ワ
イ
ン・乳
製
品
の

町
民
還
元
や
、学
校
給
食
で
の
活
用
な
ど

で
、消
費
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

食
糧
自
給
率
は
、酪
農
を
中
心
と
し

た
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
自
給
率
は
201
％

で
、自
給
が
困
難
な
品
目
が
多
く
、通

年
自
給
は
困
難
な
状
況
で
す
。今
後

は
、「
担
い
手
育
成
畜
産
総
合
整
備
事

業
」な
ど
で
、酪
農
を
中
心
と
し
た
生

産
基
盤
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、遊
休

農
地
を
活
用
し
た
ソ
バ
の
栽
培
な
ど
、

も
て
る
資
源
を
活
用
し
て
自
給
率
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

学
校
教
育
課
長
　

学
校
給
食
で
は
、牛

乳
は
全
て
町
産
の
も
の
を
使
用
し
て
い
ま

す
。ま
た
、牛
肉
も
畜
産
公
社
か
ら
購
入

し
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
、雨
よ
け
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
に
つ
い
て
も
、Ｊ
Ａ
か
ら
直
接
購
入

し
、可
能
な
限
り
地
元
産
食
材
を
活
用

す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

議
員
　

米
、麦
、大
豆
、馬
鈴
薯
な
ど
が
指

定
さ
れ
て
い
る
「
品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
」に
つい
て
、対
象
農
家
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　

こ
の
事
業
は
、経
営
規
模
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
の
認
定
農
業
者
、ま
た
は
経

営
規
模
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
で
一
定
の
条
件

を
備
え
る
集
落
営
農
組
織
と
な
って
お
り
、

対
象
品
目
は
米
、麦
、大
豆
、て
ん
菜
、で
ん

粉
原
料
用
の
馬
鈴
薯
と
な
って
い
ま
す
。

　

本
町
は
、一
戸
当
た
り
の
耕
作
面
積
も
少

な
く
、稲
作
に
適
さ
な
い
地
帯
で
あ
る
こ
と

か
ら
、こ
の
事
業
導
入
は
難
し
い
状
況
で
す
。

　

今
後
は
、生
産
方
式
や
経
営
の
合
理
化
を

図
り
、集
落
営
農
組
織
の
立
ち
上
げ
や
、多
様

な
担
い
手
の
確
保
な
ど
、農
家
を
支
援
し
な

が
ら
事
業
の
実
践
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

品
目
横
断
的
経
営

安
定
策
の
対
象
は

経
営
規
模
小
さ
く

事
業
対
象
は
困
難

地
産
地
消
の
取
り
組
み
は

Ｊ
Ａ
や
セ
ク
タ
ー
と
連
携
し
て
推
進

や
ま
ぎ
し　　

 　

 　

み

　

高
宮
時
男
議
員
の
逝
去
に
伴
い
、次
の

と
お
り
議
会
の
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た
。

◆
常
任
委
員
の
所
属
変
更

　

遠
藤
勝
昭
議
員
が
、産
業
経
済
常
任

委
員
会
か
ら
総
務
教
民
常
任
委
員
会
へ

所
属
を
変
更
し
ま
し
た
。

◆
議
会
広
報
発
行
特
別
委
員
会
の
副

委
員
長

　

今
野
國
夫
議
員
が
広
報
委
員
会
の
副

委
員
長
に
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

◆
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命

　

竹
川
高
行
氏（
49
歳
・
正
路
）の
任
命

に
同
意
し
ま
し
た
。

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委

員
の
選
任

　

漆
真
下
孝
幸
氏（
52
歳
・
大
沢
）の
再

任
に
同
意
し
ま
し
た
。

◆
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正

　

法
律
の
改
正
に
伴
い
、被
保
険
者
が

出
産
し
た
際
の
一
時
金
が
、30
万
円
か
ら

35
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◆
福
祉
医
療
資
金
貸
付
条
例
の
改
正

　

法
律
の
改
正
に
伴
い
、基
金
を
貸
し

付
け
る
場
合
、高
額
医
療
費
、食
費
の
他

に
、生
活
費（
光
熱
水
費
）も
控
除
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
葛
巻
財
産
区
特
別
会
計

◆
老
人
保
健
特
別
会
計

◆
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

◆
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
特
別
会
計

　

総
額
約
87
億
６
千
万
円
の
決
算
を
認

定
し
ま
し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
会
の
質
疑
は
、４
〜

５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
一
般
会
計

　

歳
入
で
は
地
方
交
付
税
が
約
２
億
２

千
万
円
増
額
し
、歳
出
で
は
土
地
開
発

基
金
へ
約
３
千
600
万
円
戻
し
入
れ
る
な

ど
、総
額
約
１
億
７
千
万
円
を
増
額
し

ま
し
た
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

　

国
保
財
政
を
安
定
的
に
運
営
す
る

た
め
、
他
市
町
村
と
共
同
で
行
う
「
保

険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
」
の
た
め
、

約
１
億
２
千
万
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

◆
財
産
の
取
得

　

除
雪
ト
ラ
ッ
ク（
７
ｔ
級
４
W
D
ダン
プ

型
）の
新
規
購
入
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

８
月
９
日
、臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。可
決
し
た
事
項
は
次
の
通
り
で
す
。

◆
農
業
委
員
の
推
薦

　

農
業
委
員
に
千
葉
愛
子
さ
ん（
53
歳・

塚
森
）、高
家
智
也
子
さ
ん（
46
歳・江
刈

川
）を
推
薦
し
ま
し
た
。

◆
西
部
簡
易
水
道
浄
配
水
施
設
整
備
工

事
の
請
負
契
約

　

樋
下
建
設（
株
）と
約
１
億
900
万
円
で

契
約
し
ま
し
た
。

9
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

9
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

議
会
構
成

人
事
案
件

17
年
度
決
算
認
定

そ
の
他

臨
時
会

18
年
度
補
正
予
算

条　

例

国保の出産一時金が増額します 「かあちゃん市」でも地産地消を推進


